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小原敬士他編『日本の工業と工業地帯J
本書は「図説日本国土大系」の第5巻として上梓されたもので，わが国工業と工業地帯
に関する歴史的展開，現状分析，未来への展望を同時にあつかった総合的概説書である。
このシリーズ全7巻のなかには，「日本の都市と都市化」（第3巻），「国土の資源と開発』
（第7巻）など，わが国の経済地理を学ぶうえで一読したい研究論文が多く所収されてい
るが，とりあえずここでは，工業と工業地帯に関する諸問題を対象とした「日本の工業と
工業地帯」を紹介してみよう。
本書はいくつかの特徴をもっているが，おもなもの指摘すると次の諸点があげられる。
第1は， 「図説日本国土大系』という表題でも明らかなように写真，地図，表，グラフを
ふんだんに挿入して，読者の理解を助けようという点である。われわれのように，全国の
各工業地帯を調査・視察する時間的・経済的予猶のないものにとっては，いながらにして
全国の主要工業地帯を見渡せる本書のごとき企画は，工業地帯の概要を知るうえでまたと
ない機会である。とくに航空写真で見る最観は現状を説明するうえで大きな効果をもって，
！いる。だがこれらの写真のほとんどすぺてが，高度成長を誇示しているものばかりである
のが残念である。現実に存在する高度成長のひずみをいろいろな側面からとらえた写真が
ほしかった。
第2は，工業地帯の論考が現状説明にとどまらず，工業の発達の歴史のなかでとらえら
れ，工業地帯の形成過程の吟味や将来の展望にまでおよんでいることである。この種の書
物の多くが現状説明に終止していることを考えあわせると，この点も本書のメリットの一
つにあげることができよう。
以下目次にしたがって概要を紹介しよう。
1 日本の工業
1 日本の工業の発展 奥田義雄
2 日本の工業の構造 奥田義雄
3 工業各部門の概観 都筑栄
I 日本の工業地帯
1 日本の工業地域の形成 川島哲郎
2京浜工業地帯 板倉勝高
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3 東海工業地帯 伊藤喜栄
4 中京工業地帯 伊藤喜栄
5 阪神工業地帯 春日茂男
6 瀬戸内工業地帯 河野通博
7 北九州工業地帯 士井仙吉
8 地方的工業地城 飯島貞一
9 特産的工業地区 辻本芳郎
I 日本の工業地域の課題
1 工業地域をめぐる問題 三輪公夫
2 工業立地の動向と展望 三輪公夫
1 日本の工業は，わが国工業の(1)発展， (2)構造， (3)産業部門別概観の 3節からなって
いる。
まず1 日本の工業の発展においては，近代工業の朋芽にふれたあと，明治末期から第
2次大戦末期にいたるまでの，資本の集中・集積と財閥の形成過程が，繊維，金属，機
械，化学，エネルギーなどの主要産業部門を中心に考察されるとともに，軍拡期の国家保
護による異常な軍事工業化・重化学工業化の実状が述べられ，ついで第2次大戦後の工業
の復興と発展が，朝鮮動乱，技術革新と生産合理化，エネルギー革命とコンピナートの建
設，各種工業団地の形成などとの関係で論述されている。
2 日本の工業の構造では，工業のいちじるしい発展と経営の大規模化が，さまざまな
経済の部面にひずみをもたらし，それがわが国独特の工業の構造となっていることを検討
している。著者は，日本が急激な工業発展をと訊驚くほど短期間のうちに工業国の地位を
築きあげた過程を，産業構成の推移を中心に検討し，工業の跛行的発展がさまざまなひず
みを生みだしたという。たとえば，第1に企業グループの再編成が指摘される。明治末期
にいたるまでの三菱，三井，住友，安田など旧財閥の独占的支配体制の確立，昭和初期の
大恐慌を契機とする新興財閥の形成，戦後の財閥解体と外国資本のバックアップによる再
編成などが，企業グループの性格の変化や資金調達の変化との関連で吟味されている。第
2に中小企業の再編成がとりあげられ，中小企業の経済変動に対応する没落・整理，大企
業への下請および外業部門としての系列化が検討される。第3に生産技術の高度化と外国
資本との提携の問題が指摘され，日本の技術が戦前戦後を通じて高い外国依存度を示し，
とくに戦後は特許を資本提携の道具に利用されたために，欧米先進諸国の資本的支配がみ
られ，これがわが国工業の脆弱性の原因になっていることを指摘している。第4に労働力
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の需給構造と賃金水準におけるひずみがとりあげられ，大企業と中小・零細企業のあいだ
における雇用と賃金の二重構造の問題が時代の推移にそくして検討されている。
3 工業各部門の概観では，今日わが国で飛躍的発展をどけつつある産業の現状と問題
点を，エネルギー産業，資材産業，機械器具産業，消費材産業，新興産業の 5項目を設け
て簡潔に説明している。エネルギー産業についてはエネルギー転換，つまり産業の基盤で
ある電力生産の火主水従への転換，ならびに石炭から石油へのエネル~-一源の転換の現状
が指摘され，資材産業については鉄銅，銅，化学肥料，石油化学，セメント，ガラス等の
業種別検討が，機械器具産業については造船，自動車，航空機，電気機械，鉄道車輌など
の発展と再編成の現状が，消費材産業では繊維工業の盛衰と再編，食品工業の変動，医薬
品工業の合理化が，また新興産業では電子産業とくに電子計算機の驚異的発展，宇宙開発
関連産業の実用化の現状などが最近の資料にもとずいて論述されて・いる。
n 日本の工業地帯は本書の中心的部分をなしており，目次に示した 9節にわたって各
工業地帯の現状と特色が詳細な資料にもとずいて説明されている。ちなみに第2章の紙数
は200ページにのぽり本書の 3分の2を占めている。
1'日本の工業地域の形成は，主としてわが国近代工業の地城的展開の歴史を叙述する
ことにあてられ，第2章全体の序論ないし総論をなしている。著者は，近代工業の黎易
期，産業革命の進展と成熟の時期，重化学工業の展開期，高度工業化の展開期，日本工業
の地域的展開を貫くもの，の5項目を設け，工業発展のそれぞれの段階における工業の地
域的展開の検討をおこなっている。まず，「近代工業の黎明期」については，およそ次のよ
うに述べている。明治政府は，欧米先進諸国とのたちおくれを克服するために，先進諸国
から技術や生産手段の輸入をいそぎ，国家資金による国営工場を建設して，これをてこに
資本主義経済の急速な育成をはかったのであるが，• この近代工業の輸入は在来工業とは断
絶した形でおこなわれたために，近代工業の立地は在来工業の分布とは寵接関係なく京浜
地域に強く傾斜したのである。とくに重工業（官営軍事工場が中心）の京浜地域への立地は
顕著で，すでにこの時期に京浜工業地帯の重工業的性格形成の基礎がおかれたという。
ついで「産業革命の進展と成熟の時期」に入るが，明治20年代には綿工業を中心に軽工
業各部門で産業革命が進み，大阪を中心として阪神工業地帯，・つづいて名古ー屋に中京工業
地帯がそれぞれ形成され，また重工業化の開始とともに明治34年の八幡製鉄所の完成によ
って北九州工業地帯の基礎がおかれ，ここにわが国工業地帯の骨格力瑶形成されたというの
である。第1次大戦の勃発とともにわが国工業は飛躍的発展をとげ， 「重化学工業の展開
期」に入るが，著者はこの時期における四大工業地帯の膨張，化学コンビナートの出現と
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新興工業地域の形成，準戦時体制と京浜工業地帯の飛躍的発展，戦時経済の深刻化と工業
地帯の荒廃などの模様を手ぎわよく説明している。
「高度工業化の展開期」においては，既成工業地帯の復活，北九州工業地帯の相対的凋
落，昭和30年代初頭よりあらわれた工業の爆発的発展による産業基盤の狭隣化と立地条件
の変化，工業地帯の内陸・臨海両周辺地城への外延的拡大，最近における工業地帯の動向
ならびに新産業都市の現況などが，経済の変化と時代の推移にそくして論述されている。
そして最後に「日本工業の地域的展開を貫くもの」として，基幹的工業地帯とこれに従
属する補助的工業地帯の二類型の工業地帯の形成と存在をあげ，この日本の工業地域の性
格形成が，日本資本主義経済の独特な発展の様式と異常に高い工業成長に起因しているこ
と， したがってこの特徴はわが国工業地帯の形成期にあたる戦前だけでなく，戦後の今日
においても強くあらわれている事実を指摘して本節を結んでいる。
2 京浜工業地帯は，生産財よりも消費財の生産の比重が高いという，著者が『京浜工
業地帯J,「日本工業地域の形成』などで指摘された京浜工業地帯の特色を，工業地帯形成
の側面から，また業種別分析を通じて検討したものである。明治政府の殖産興業政策によ
る官営模範工場の建設から今日の京浜工業地帯の形成にいたるまでの過去約100年間にお
ける近代工業の地域的展開の歴史を，家内工業のうつり変り，近代工場への脱皮，臨海地
帯の埋立，東京と横浜の連結，埼玉・東京・神奈川三都県の生産比率の推移を通じて概説
したあと，次のような特質，つまり (1)消費財中心，素材•生産財不在型の重化学工業の立
地， (2)独占資本が頂点に下請・再下請工場が底辺をなすヒ゜ラミッド型生産体系の確立など
を指摘する。そして京浜工業地帯の中心的産業部門である耐久消費財工業 (48彩）， 日用
消費財工業 (36彩）の生産と流通の状況を検討し，臨海工業地帯の進展や京浜工業地帯の
拡大にともなって起ってくるさまざまな種類の公害問題に言及している。
3 東海工業地帯では，静岡県の工業発展を中心に，三大工業地帯につぐわが国第四位
の工業地帯が形成されつつあること，およびこの地帯が今日北九州工業地帯に匹敵するば
かりか，京浜・中京を結ぶ紐帯の役割を演じる点で大きな発展性をもっていることが強調
される。ついで，東海工業地帯を駿河湾沿岸地域と西遠地域（浜松を中心に輸送機械，繊
維，楽器などが立地）に分け，さらに前者を沼津（三島から沼津にかけて化学および機械
工業が分布）， 岳南（富士宮市から富士市にかけてパルプ・製紙工業が分布）， 静清償ト
岡，清水，焼津を中心に食品工業が立地）の3地区に区分して，それぞれの地域ないし地区
における工業立地の特徴を歴史的推移のなかで検討し，将来の立地展望をあたえている。
4 中京工業地帯では，まずこの地域の太平洋ベルト地帯のなかに占める位置，地域的
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ひろがり，第三の工業地帯の形成，繊維・陶磁器工業から重化学工業化への体質変化につ
いて概槻したのち，中京工業地帯のなかでも枢要な地位を占める各工業拠点の考察をおこ
なっている。この地域の中核はいうまでもなく名古屋市であるが，名古屋市の工業化は繊
維部門から出発したにもかかわらず，第二次大戦を契機として今日では重化学工業の比重
の高い構造を形成していること，また近年とくに内陸・臨海両地域へ工業が拡延している
現状が述べられ，ついで豊田市を中心とする自動車工業の立地と周辺都市における下請エ
場の集積との関係，大垣と岡崎における化学・繊維などの用水型工業の立地問題，尾西・
津島の毛織物，知多・三河の綿・スフ織物，瀬戸・東濃の陶磁器に代表される在来工業の
地域的集団の問題，四日市の石油化学コンビナートの形成と公害の発生等について論じら
れ，さらに東三河と衣浦を中心とする新開発拠点の展望が示されている。
5 阪神工業地帯でも工業の集積と拡散の状況が，あるいは京浜工業地帯と対比されあ
るいは各工業地帯の地域分析をおこないつつ検討されている。著者によると，阪神工業地
帯は，同地帯発展の核をなす旧阪神工業地帯，ここから播磨平野へのびる播磨工業地帯，
淀川流域を琵琶湖南東部へのびる内陸工業地帯，大阪湾沿岸を和歌山県北部へ南下する大
阪湾南岸工業地帯からなり，各地帯ともその形成過程の事情によってさまざまな特色をも
っていることを，写真図表を示して歴史的な説明を展開している。すなわち旧阪神工業
地帯については繊維工業からの出発と第1次大戦を契機とする重化学工業化，造兵廠の敷
設と零細下請工業の発達，造船業を母胎とする神戸の工業発展など，内陸工業地帯につい
ては高槻・茨木・守ロ・門真を中心とする機械工業（とくに軽電気機械）， 滋賀県東部の
繊維・セメントなどの工業立地，播磨工業地帯については特産品工業の歴史的役割や重工
業化の過程，大阪湾南岸工業地帯については泉州の繊維，堺・和歌山北西の重化学工業化
に関する諸問題が検討されている。
6 瀬戸内工業地帯は，「自然の環境にめぐまれた新しい工業地帯」という副題に示され
ているように，工業地帯としては歴史の新しい，そして今日では阪神工業地帯と北九州工
業地帯を結んでいる新興工業地域を対象としている。著者はまず，この若い工業地帯には
(1)重工業は大資本，特産工業は中小資本がそれぞれになっていること， (2)重化学工業への
転換は軍需産業の立地によること， (3)関係諸府県のうち内海沿岸の諸県の出荷額が伸びて
いること，以上3つの特徴のあることを指摘したのち，瀬戸内工業地帯を「岡山県南から呉
まで」，「岩国から小野田まで」，「四国の工業都市群」に 3区分して，新産業都市の指定と
水島地区における工業立地，軍事産業と広島・呉地区の盛衰，備後工業整備特別地域の指
定と工業立地条件，岩国・大竹地区と石油化学コンビナートの形成，周南地区と重化学工
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業の立地，新居浜地区と石油化学コンビナートの形成等が検討されている。
1 北九州工業地帯は，この地帯の大工場中心に発展した特異性を念頭において，工業
地帯形成の史的検討と現状分析をおこなってしヽる。まず著者は，北九州工業地帯の範囲
を，北九州市地域内の臨海工業地帯に限定するのを妥当とし，将来の発展方向を考えると
周防灘沿岸の工業地区を含めるのが適切であることを指摘して，この工業地帯の特色をあ
げている。すなわち，この工業地帯は素材生産部門とくに鉄鋼業（窯業・化学も若干みられ
る）を中心に発展し，日用消費財工業はもちろん機械工業さえもふるわず，きわめて片寄
った産業構成をもっていること，また八幡製鉄をはじめ三菱・住友など中央財閥系の少数
巨大企業が圧倒的比重を占め，地元資本による中堅企業が不在であること，および巨大企
業の傘下に多数の下請零細企業が存在していること，その当然の結果として経済変動に対
して脆弱であり不況のたびに多数の下請零細企業が倒産する現状を指摘している。
このような特色をもつ北九州工業地帯は逐年全国的地位の低下を示し（現在生産額で全
国の1.9%の比重しか占めていない），四大工業地帯から脱落しつつあるが，著者はその要，
因をこの工業地帯のおいたちと特異な発展過程に求めて，鉄鋼・セメントなど近代工業の
立地と下請工場の建設との関係に触れ，北九州工業地帯の伸びなやみの原因について次の
諸点をあげている。 (1)国際関係の変化にともなって原料取得面での有利な条件がなくなっ
たこと， (2)エネルギー革命の急激な展開によってこの地域の主要産業であった石炭産業の
劣勢が決定的となり，関連産業もふるわなくなったこと， (3)素材生産へかたよりすぎてい
ること， (4)市場に遠いという位置的条件の悪化がはっきりとしてきたこと，などである。＇
8 地方的工業地域は発展の可能性ゆたかな新工業地域， 9 特産的工業地区は伝統に
はぐくまれた地方的特産品工業地区をそれぞれとりあげている。まず前者では，四大工業
地帯と東海，瀬戸内両地域をのぞく地域を全国九地域に分け，それぞれの地域内部の主要
工業拠点ないし地区を検討しようとする。北海道では道央，釧路の中核工業地帯と旭川，
北見・網走，帯広の三開発拠点都市について，東北地方では八戸，秋田，仙台，常盤・郡
山，新潟の各新産都市の現状と東北臨海工業地域および福島，岩手両県の内陸工業地域，関
東地方では太田・大泉， 前橋・高崎，宇都宮，真岡，小山，足利•佐野，水戸・勝田，
土浦・阿見，古河・総和，熊谷・深谷，甲府など首都圏の都市開発地区，東山地方（長野
• 山梨両県）では長野市と松本・諏訪地区，北陸地方では富山・高岡地区新産業都市，金
沢・小松を中心とする石川県の工業地区，福井・武生を中心とする福井県の工業地区，近
畿内陸部では舞鶴工業地域と福知山工業地域，山陰地方では中海新産業都市，四国大平洋
岸では高知市周辺の工業地域，九少M地方では大分新産業都市，日向・延岡新産業都市，不
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知火・有明・大牟田新産業都市，鹿児島・谷山工業地域，佐世保•長崎工業地域，久留米
・鳥栖工業地域，筑豊産炭地域などの地域が検討の対象となっている。
後者では，特産品工業の特性が近代工業との比較や中小工業，分業と協業といった面で
の検討を通じて明らかにされたのち，織物，陶磁器，漆器，和紙，金物・刃物など産業部
門別・業種別に主要な特産品工業がとりあげられ，その地理的分布と生産・流通の現状が
簡潔に説明されている。
直 日本の工業地域の課題は， 「工業地域をめぐる問題」と「工業立地の動向と展望」
から構成され，前者では現在工業地域が当面している諸問題の検討が，後者では工業立地
政策の沿革とこれからの工業立地の展望が示されている。
1 工業地域をめぐる問題では，まず工業の地域的集積の問題が立地因子との関係で概
説され，わが国工業の地域的構造がきわめて求心的であることを指摘する。ついで工業用
地と土地利用の問題に言及し，都市計画法をはじめとする土地利用に関する諸立法が今日
のスプロール化現象に対して規制力をもたない現状に触れ，地価，工業用水，輸送施設，
労働力，産業公害などに関する諸問題の現状分析がおこなわれている。
2 工業立地の動向と展望では，おもにわが国戦後の工業立地政策の変遷を， (1)隣路打
開投資（第一・期），新工業地帯の開発（第二期），新産業都市の建設（第三期），工業立地
の適正化（第四期）に分け，各時期における諸立法，諸政策が述べられ，ついで地域開発
と工業立地，地域間格差，工場立地と地域経済，立地業種と開発効果の差異，立地因子の
変化と工業立地の動向，これからの工業立地のバターンなどに関する説明がおこなわれて
いる。
以上章を追って簡単に紹介したが， 本書については， 田島康弘氏の書評がある（『経済
地理学年報」第14巻第2号）。併せ参照されたい。
（誠文堂新光社，昭和42年12月刊， B5判， 352ペー ジ， 3,000円）
グタスフ・シュトルパー他著
坂井栄八郎訳
—小杉 毅一―-
『現代ドイツ経済史』
'本原書の増補第2版，序文において，編者のトニー・シュトルパーが述ぺているように
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